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1.  平成23年3月期の業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

 

(3) キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 11,467 9.7 817 23.2 835 21.2 444 13.6
22年3月期 10,458 △25.6 663 △50.6 689 △50.5 390 △51.7

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 6,473.70 ― 5.1 8.2 7.1
22年3月期 5,697.71 ― 4.6 6.9 6.3
（参考） 持分法投資損益 23年3月期  ―百万円 22年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 10,432 8,903 85.3 129,806.37
22年3月期 9,941 8,631 86.8 125,832.85
（参考） 自己資本  23年3月期  8,903百万円 22年3月期  8,631百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 665 △581 △171 6,059
22年3月期 669 △567 △171 6,146

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計） 配当性向

純資産配当
率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 1,250.00 ― 1,250.00 2,500.00 171 43.9 2.0
23年3月期 ― 1,250.00 ― 1,250.00 2,500.00 171 38.6 2.0
24年3月期(予想) ― 1,250.00 ― 1,250.00 2,500.00 35.7

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 5,400 0.3 220 △36.7 220 △37.7 130 △33.2 1,895.29
通期 11,500 0.3 820 0.3 820 △1.9 480 8.1 6,998.00



4.  その他 
(1) 重要な会計方針の変更 

(注)詳細は、17ページ（７）重要な会計方針の変更をご覧ください。 

(2) 発行済株式数（普通株式） 

(注)１株当たり当期純利益の算定の基礎となる株式数については、22ページ（１株当たり情報）をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有
② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 68,591 株 22年3月期 68,591 株
② 期末自己株式数 23年3月期 ― 株 22年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数 23年3月期 68,591 株 22年3月期 68,591 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終
了していません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想については、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後さまざまな要因によって予想値と異なる場合があります。業績
予想に関する事項は、２ページをご覧ください。 
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当期におけるわが国経済は、アジアや資源国を中心として海外景気が持ち直したことやエコカー減税

や家電エコポイントなどの各種経済政策を背景によって企業収益を押し上げる効果はあったものの、本

格的な回復には至りませんでした。また、円高による企業の生産拠点の海外シフトや長引くデフレもあ

り、国内の雇用環境においては、大卒内定率が超氷河期と言われるほど厳しい状況が続いております。

さらに、政策効果の剥落の反動が懸念される中で起こった平成23年3月11日の東日本大震災やその後の

原発被害の影響は極めて深刻であり、回復傾向にあった日本経済の先行きは一層不透明感を増しており

ます。 

 顧客企業においては、情報システム化投資を始めとする設備投資に対する予算執行に慎重な姿勢が継

続したことや、想定していた新規案件の立ち上がりが後ろにずれ込むなど、受注環境としては厳しい状

況で推移いたしました。 

 当社は、課題でありました稼動対策について、要員の迅速かつ適正な配置を行うことにより平均稼働

率が前年に比べて改善し、また、ビジネスパートナーとの協業割合も徐々に回復してまいりました。さ

らに、全社的にコスト削減にも注力した結果、売上・利益ともに前期を上回ることが出来ました。 

  

 これらの結果、当事業年度の業績は以下のとおりとなりました。 

 売上高は、11,467百万円（前事業年度比＋9.7％）、営業利益は、817百万円（前事業年度比＋

23.2％）、経常利益は、835百万円（前事業年度比＋21.2％）、当期純利益は、444百万円（前事業年度

比＋13.6％）となりました。 

  

 次期の見通しにつきましては、平成23年3月11日に発生した東日本大震災の影響により顧客企業の設

備投資動向が急激に不透明さを増してきている状況にあり、案件の先送りや凍結も想定されることか

ら、新事業年度はスタートから非常に厳しい見通しとなることが予想されます。 

 しかしながら、顧客企業における経営の効率化や新規ビジネスの立上げ、事業の統合などについては

システム化をともなうと同時に企業体質の強化に必要な投資でもあり、こういった優先順位の高い案件

ニーズをとらえた効率的な営業を展開することで受注の最大化を目指してまいります。 

  

 以上のことから、平成24年３月期の通期業績は、売上高11,500百万円、営業利益820百万円、経常利

益820百万円、当期純利益480百万円を予定しております。 

  

① 資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

 資産合計は、前事業年度末に比べ490百万円増加し、10,432百万円（前事業年度末比＋4.9％）となり

ました。 

 流動資産の増加521百万円のうち、主な増減科目は、売掛金の増加112百万円、有価証券の増加499百

万円、関係会社預け金（注）の減少125百万円であります。 

 固定資産は、ほぼ前事業年度末並みとなっております。 

  

１．経営成績

（１） 経営成績に関する分析

（２）財政状態に関する分析
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（負債） 

 負債合計は、前事業年度末に比べ217百万円増加し、1,528百万円（前事業年度末比＋16.6％）となり

ました。主な増減科目は買掛金の増加68百万円、未払費用の増加84百万円、未払法人税等の増加120百

万円、未払消費税等の増加64百万円、賞与引当金の減少109百万円であります。 

  

（純資産） 

 純資産合計は、前事業年度末に比べ272百万円増加し、8,903百万円（前事業年度末比＋3.2％）とな

りました。これは主に、当期純利益の増加によるものであります。 

  

(注)：関係会社預け金 

「ＣＳＫグループ・キャッシュマネジメントシステム」(ＣＭＳ：ＣＳＫグループの資金効率化を目的)

による預入れであります。なお、当該預け先は、ＣＭＳの母体であり当社の親会社でもある株式会社Ｃ

ＳＫ(平成22年10月１日付で株式会社ＣＳＫホールディングスから社名変更)であります。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  営業活動によるキャッシュ・フローは、＋665百万円（前事業年度比△3百万円）となりました。前事

業年度比でキャッシュ・フローを増加させた主な項目は、営業収入＋437百万円、その他営業支出＋109

百万円であり、減少させた主な項目は、外注費の支払及び購入による支出△427百万円、人件費の支出

△201百万円であります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、△581百万円（前事業年度比△13百万円）となりました。前

事業年度比での主な変動項目は、無形固定資産の取得△16百万円であります。  

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、ほぼ前事業年度並み△171百万円（前事業年度比＋0百万円）

となりました。キャッシュ・フローの内容は、前期・当期ともに配当金の支払額であります。 

  

 これらの結果、当事業年度末における現金及び現金同等物の残高は、前事業年度末から86百万円減少

し、6,059百万円となりました。 
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 (参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移
  

 
(注)  １．上記指標の算出方法 

            自己資本比率：自己資本／総資産 

            時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

            キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

            インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

        ２．株式時価総額は、期末株価数値×期末発行済株式総数により算出しております。 

        ３．キャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオは、 

            有利子負債及び利払いが発生していないため記載しておりません。 

  

当社は株主の皆様に対する利益還元を、経営の重要課題として認識しております。そのためには、企

業が社会的責任を負い、社会に貢献するとともに、絶えず成長性、技術力、開発力、株主資本利益率の

向上に努め、健全な経営基盤を確保することが肝要であると考えております。また、利益配当につきま

しては、業績、配当性向、内部留保等を総合的に勘案し、株主の皆様に納得していただけるように配慮

し、安定的な配当を継続して行うことを基本方針としております。なお、内部留保につきましては、将

来の事業展開のための設備投資資金や、より高度な技術に対する教育に活用し、事業の拡大に努めてま

いります。 

 この方針に基づき、平成23年３月期の期末配当につきましては、１株当たり普通配当1,250円といた

します。これにより年間配当は中間配当1,250円と合わせて１株当たり2,500円となります。 

 なお、期末配当は、本年６月開催予定の第27回定時株主総会に付議する予定であります。 

 また、平成24年３月期の年間配当は2,500円（中間配当1,250円、期末配当1,250円）を見込んでおり

ます。 

  

最近の有価証券報告書（平成22年６月24日提出）における「事業等のリスク」から重要な変更がない

ため開示を省略しております。 

  

最近の有価証券報告書（平成22年６月24日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び「関係

会社の状況」から重要な変更がないため開示を省略しております。 

なお、親会社である株式会社ＣＳＫホールディングスは、平成22年10月１日付で、同社の子会社であ

る株式会社ＣＳＫ－ＩＴマネジメント及び株式会社ＣＳＫシステムズを吸収合併し、社名を株式会社Ｃ

ＳＫに変更しております。 

平成19年3月期 平成20年3月期 平成21年3月期 平成22年3月期 平成23年3月期

自己資本比率（％） 75.9 76.6 84.5 86.8 85.3

時価ベースの自己資本比率
（％）

84.7 57.8 41.3 53.8 52.6

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（％）

─ ─ ─ ─ ─

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

─ ─ ─ ─ ─

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

（４） 事業等のリスク

２．企業集団の状況
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当社は、「プロフェッショナル・サービス」の社是のもと、社員一人一人がプロフェッショナルとし

ての自覚とスキルを持ち、高度なサービスを提供していくことによってお客様の満足を得ると同時に、

情報サービス産業の一端を担い、広く産業界に貢献することに努めております。プロフェッショナルと

しての高い技術と、確かな知識及び情熱をもってお客様の問題解決に不断の努力をしてゆくことが当社

の存在理由であると考えております。 

 また、株主の皆様の期待に充分に応えることは、企業として最重要の課題と認識しております。当社

は、経営理念として「顧客への提言」、「社会への責任」、「社員への信頼」を掲げ、単に技術のみを

提供するのではなく、顧客の抱える問題を顧客志向の提言により解決を図ること、社会的公器として企

業活動を通じて社会に貢献すること、社員に自己実現の場を提供し社員と会社の相互研鑽による共存共

栄を図ることを基本方針とし、「存在を期待される企業」を目指しております。 

  

当社は、安定して収益を生み出すことが、強固な収益基盤の形成には不可欠であると認識しており、

そのために営業利益の増額と利益率の改善に努めております。 

 中長期的な目標としては売上高営業利益率10％を目標にしており、従業員１人当たりの売上・利益、

顧客当たりの売上・利益といった経営指標も設定し、生産性、収益性を重視しております。 

  

当社は、これまで顧客の様々なシステム開発ニーズに幅広く対応してまいりましたが、中でも最大の

強みは情報システムの効率化やコスト低減に不可欠な技術である基盤技術に関わる技術者を多数有して

いることにあります。当社は、コアコンピタンスである基盤技術の分野に一層特化することによって、

他社との差別化を図り、積極的にビジネス展開を図ってまいります。また、インターネットの急速な普

及やＥＲＰの浸透により多様化が進むシステム環境において、メインフレームからＷｅｂまで対応でき

る技術者を育成してまいります。 

 更に、顧客別、チャネル別営業体制の強化により、顧客満足度の向上を図ると共に、既存チャネルに

加え、大手ベンダー、ＳＩｅr(注)、コンサルティング・ファームとの協業を進め、広く当社の特化技術

を提供することにより業績の向上を実現してまいります。 

  

(注)：ＳＩｅｒ 

ユーザの用途に合わせてコンピュータのハードウェアとソフトウェアを組み上げることを業務とする企

業 

  

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略
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東日本大震災により、情報化投資案件の中には凍結・先送りとなるものも出てくる可能性がありま

す。また、震災により急激に低下したマインドも企業業績に暗い影を落とす要因になると思われます

が、追加的な経済政策も検討され始めており、企業活動の回復スピードに合わせて、設備投資も徐々に

回復してくるものと予想しております。 

  

 企業におけるシステム障害や情報漏洩などの発生は企業イメージを大きく損なうリスクがあり、シス

テム基盤の重要性に対する意識は益々高まってきております。また、今後は災害対策も優先度の高いテ

ーマとなる可能性があり、「基盤技術」が必要とされる機会は拡大するものと予想いたします。当社

は、「基盤技術」での優位性確保のため、ソリューションとしての体系化と幅広いニーズに対応するた

めの人材の育成を加速させてまいります。 

  

 システム開発における品質の向上、不採算の発生防止のため、当社はプロジェクトについてレビュー

制度を実施しておりますが、リーダーやマネージャーにも高度なマネジメント力が求められます。その

ため、プロジェクト・マネジメント教育や新技術の研修会等も積極的に実施しております。 

 また、少子化が進むにつれて国内のマーケットが将来的に大きく拡大するのには限界があり、グロー

バル化は避けられない課題であると考えます。当社はＣＳＫグループのグローバルな展開の中で、当社

の得意とする「基盤技術」の分野を中心に連携し、この強みを一層強くし続け、ブランド力向上と圧倒

的優位の地位を確立すべく邁進してまいります。 

  

（４）会社の対処すべき課題
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４．財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成22年３月31日)

当事業年度
(平成23年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,125,394 3,163,502

関係会社預け金 ※1 2,921,314 ※1 2,796,152

売掛金 1,935,207 2,048,038

有価証券 599,981 1,099,711

仕掛品 97,176 72,015

前払費用 114,136 112,247

繰延税金資産 293,193 281,608

その他 47,157 82,144

流動資産合計 9,133,562 9,655,421

固定資産

有形固定資産

建物 6,727 6,727

減価償却累計額 △4,040 △4,439

建物（純額） 2,687 2,287

工具、器具及び備品 182,180 168,015

減価償却累計額及び減損損失累計額 △149,296 △151,567

工具、器具及び備品（純額） 32,883 16,447

有形固定資産合計 35,570 18,734

無形固定資産

ソフトウエア 97,723 123,874

電話加入権 3,057 1,528

その他 765 374

無形固定資産合計 101,546 125,777

投資その他の資産

投資有価証券 254,230 254,210

長期前払費用 326 93

敷金及び保証金 ※2 237,257 224,070

前払年金費用 179,086 153,535

その他 218 218

投資その他の資産合計 671,119 632,127

固定資産合計 808,237 776,639

資産合計 9,941,799 10,432,060

負債の部

流動負債

買掛金 300,071 368,240

未払金 15,007 16,780

未払費用 86,749 171,286

未払法人税等 102,055 222,184

未払消費税等 8,708 73,525

前受金 39,335 50,272

預り金 33,871 34,106

賞与引当金 650,010 540,368

流動負債合計 1,235,810 1,476,763

固定負債

繰延税金負債 61,984 38,744

役員退職慰労引当金 13,004 13,004

固定負債合計 74,988 51,748

負債合計 1,310,798 1,528,512
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(単位：千円)

前事業年度
(平成22年３月31日)

当事業年度
(平成23年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 674,184 674,184

資本剰余金

資本準備金 640,884 640,884

資本剰余金合計 640,884 640,884

利益剰余金

利益準備金 33,640 33,640

その他利益剰余金

別途積立金 6,500,000 7,000,000

繰越利益剰余金 786,958 559,518

利益剰余金合計 7,320,599 7,593,159

株主資本合計 8,635,668 8,908,228

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △4,667 △4,679

評価・換算差額等合計 △4,667 △4,679

純資産合計 8,631,000 8,903,548

負債純資産合計 9,941,799 10,432,060
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（２）損益計算書

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

売上高 10,458,106 11,467,786

売上原価 8,147,854 9,006,134

売上総利益 2,310,252 2,461,651

販売費及び一般管理費 ※1 1,646,571 ※1 1,644,036

営業利益 663,680 817,615

営業外収益

受取利息 ※2 23,068 ※2 16,108

生命保険配当金 4,244 4,298

その他 7,538 3,809

営業外収益合計 34,851 24,216

営業外費用

支払手数料 6,749 6,354

リース解約損 2,219 －

営業外費用合計 8,969 6,354

経常利益 689,562 835,478

特別損失

固定資産除却損 － ※3 902

減損損失 － ※4 39,143

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 13,000

特別損失合計 － 53,045

税引前当期純利益 689,562 782,432

法人税、住民税及び事業税 321,578 350,040

法人税等調整額 △22,827 △11,645

法人税等合計 298,750 338,394

当期純利益 390,811 444,037
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【売上原価明細書】

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ  労務費 ※２ 4,851,444 59.2 5,038,753 56.1

Ⅱ  外注費 2,923,742 35.6 3,516,769 39.1

Ⅲ  購入品費 144,820 1.8 126,017 1.4

Ⅳ  経費

      教育費 13,815 7,617

      賃借料 103,483 105,102

      旅費交通費 37,723 51,298

      その他 125,483 280,506 3.4 138,564 302,582 3.4

    当期総製造費用 8,200,514 100.0 8,984,123 100.0

    期首仕掛品たな卸高 72,073 97,176

合計 8,272,587 9,081,299

    期末仕掛品たな卸高 97,176 72,015

    他勘定振替高 ※３ 27,557 3,149

    当期売上原価 8,147,854 9,006,134

(注)

前事業年度
(自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

  １  原価計算の方法

  個別原価計算による実際原価計算であります。

  原価差額は期末において、仕掛品、売上原価に配

賦しております。

  １  原価計算の方法

同左

※２  労務費のうち引当金繰入額

賞与引当金繰入額 543,680千円

※２  労務費のうち引当金繰入額

賞与引当金繰入額 454,548千円

※３  他勘定振替高

ソフトウェア勘定 27,557千円

※３  他勘定振替高

ソフトウェア勘定 3,149千円
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（３）株主資本等変動計算書

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 674,184 674,184

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 674,184 674,184

資本剰余金

資本準備金

前期末残高 640,884 640,884

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 640,884 640,884

資本剰余金合計

前期末残高 640,884 640,884

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 640,884 640,884

利益剰余金

利益準備金

前期末残高 33,640 33,640

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 33,640 33,640

その他利益剰余金

別途積立金

前期末残高 6,000,000 6,500,000

当期変動額

別途積立金の積立 500,000 500,000

当期変動額合計 500,000 500,000

当期末残高 6,500,000 7,000,000

繰越利益剰余金

前期末残高 1,067,624 786,958

当期変動額

剰余金の配当 △171,477 △171,477

当期純利益 390,811 444,037

別途積立金の積立 △500,000 △500,000

当期変動額合計 △280,665 △227,440

当期末残高 786,958 559,518

利益剰余金合計

前期末残高 7,101,265 7,320,599

当期変動額

剰余金の配当 △171,477 △171,477

当期純利益 390,811 444,037

別途積立金の積立 － －

当期変動額合計 219,334 272,559

当期末残高 7,320,599 7,593,159

株主資本合計

前期末残高 8,416,334 8,635,668

当期変動額

剰余金の配当 △171,477 △171,477

当期純利益 390,811 444,037

当期変動額合計 219,334 272,559

当期末残高 8,635,668 8,908,228

評価・換算差額等
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その他有価証券評価差額金

前期末残高 4,288 △4,667

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △8,955 △11

当期変動額合計 △8,955 △11

当期末残高 △4,667 △4,679

評価・換算差額等合計

前期末残高 4,288 △4,667

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △8,955 △11

当期変動額合計 △8,955 △11

当期末残高 △4,667 △4,679

純資産合計

前期末残高 8,420,622 8,631,000

当期変動額

剰余金の配当 △171,477 △171,477

当期純利益 390,811 444,037

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △8,955 △11

当期変動額合計 210,378 272,548

当期末残高 8,631,000 8,903,548
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

営業収入 10,890,474 11,328,408

外注費の支払及び購入による支出 △3,147,458 △3,574,618

人件費の支出 △5,794,590 △5,996,429

その他の営業支出 △979,104 △869,353

小計 969,320 888,006

利息及び配当金の受取額 27,645 18,142

法人税等の支払額 △327,610 △240,462

営業活動によるキャッシュ・フロー 669,356 665,686

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △999,566 △2,698,684

有価証券の売却による収入 500,000 2,200,000

有形固定資産の取得による支出 △7,754 △3,739

無形固定資産の取得による支出 △60,263 △77,033

敷金及び保証金の差入による支出 △150 △222,295

敷金及び保証金の回収による収入 436 220,674

関係会社貸付けによる支出 △1,500,000 －

貸付金の回収による収入 1,500,000 －

その他 40 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △567,257 △581,079

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △171,099 △171,588

財務活動によるキャッシュ・フロー △171,099 △171,588

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △69,001 △86,981

現金及び現金同等物の期首残高 6,215,776 6,146,774

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 6,146,774 ※ 6,059,793
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該当事項はありません。 

  

  

  

 
  

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）重要な会計方針

項目
前事業年度

(自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

１  有価証券の評価基準及び

評価方法

(1) 満期保有目的の債券

償却原価法(定額法)

(2) その他有価証券

時価のあるもの

期末日の市場価格等に基づく時

価法

(評価差額は、全部純資産直入

法により処理し、売却原価は、

移動平均法により算定)

(1) 満期保有目的の債券

同左

(2) その他有価証券

時価のあるもの

同左

時価のないもの

移動平均法による原価法

時価のないもの

同左

２  たな卸資産の評価基準及

び評価方法

仕掛品

個別法による原価法(収益性の低

下による簿価切下げの方法)

仕掛品

同左

３  固定資産の減価償却の方

法

(1) 有形固定資産

定率法により償却しております。

なお、主な耐用年数は以下のとお

りであります。

建物                10～15年

工具、器具及び備品  ４～15年

(1) 有形固定資産

同左

また、平成19年３月31日以前に取

得したものについては、償却可能限

度額まで償却が終了した翌事業年度

から５年間で備忘価額まで均等償却

する方法によっております。

(2) 無形固定資産

定額法により償却しております。

なお、自社利用のソフトウェアに

ついては、社内における見込利用可

能期間(５年)に基づく定額法により

償却しております。

(2) 無形固定資産

同左

(3) 長期前払費用

定額法により償却しております。

(3) 長期前払費用

同左
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項目
前事業年度

(自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

４  引当金の計上基準 (1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備える

ため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を勘

案し、回収不能見込額を計上してお

ります。

なお、当事業年度においては該当

がないため計上しておりません。

(1) 貸倒引当金

同左

(2) 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支

出に備えるため、支給見込額に基づ

き計上しております。

(2) 賞与引当金

同左

(3) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、

当事業年度末における退職給付債務

及び年金資産の見込額に基づき計上

しております。

数理計算上の差異は、その発生時

の従業員の平均残存勤務期間以内の

一定の年数(12年)による定額法によ

り翌事業年度から費用処理しており

ます。

  (会計方針の変更)

当事業年度から、「退職給付に係

る会計基準」の一部改正(その３)

(企業会計基準第19号平成20年７月

31日)を適用しております。なお、

同会計基準の適用に伴う退職給付債

務の変動はないため、損益に与える

影響はありません。

(3) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、

当事業年度末における退職給付債務

及び年金資産の見込額に基づき計上

しております。

数理計算上の差異は、その発生時

の従業員の平均残存勤務期間以内の

一定の年数(12年)による定額法によ

り翌事業年度から費用処理しており

ます。

(4) 役員退職慰労引当金

役員への退職慰労金支給に備える

ため、内規による必要額を計上して

おります。

なお、当社は内規を改定し、平成

16年６月23日の株主総会後必要額は

増加いたしません。

(4) 役員退職慰労引当金

同左
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項目
前事業年度

(自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

５  収益及び費用の計上基準 請負契約によるシステム開発に係る収

益及び費用の計上基準

当事業年度末までの進捗部分につ

いて成果の確実性が認められるプロ

ジェクト 

 工事進行基準(工事の進捗率の見

積りは原価比例法) 

その他のプロジェクト 

 工事完成基準(検収基準)

  (会計方針の変更)

請負契約によるシステム開発に係

る収益及び費用の計上基準について

は、従来、工事完成基準(検収基準)

を適用しておりましたが、当事業年

度から「工事契約に関する会計基

準」(企業会計基準第15号 平成19

年12月27日)及び「工事契約に関す

る会計基準の適用指針」(企業会計

基準適用指針第18号 平成19年12月

27日)を適用し、当事業年度の期首

に着手したプロジェクトから、当事

業年度末までの進捗部分について成

果の確実性が認められるプロジェク

トについては工事進行基準(工事の

進捗率の見積りは原価比例法)を、

その他のプロジェクトについては工

事完成基準(検収基準)を適用してお

ります。 

 これにより、当事業年度の売上高

は16,368千円増加し、売上総利益、

営業利益、経常利益及び税引前当期

純利益は、それぞれ3,477千円増加

しております。

請負契約によるシステム開発に係る収

益及び費用の計上基準

当事業年度末までの進捗部分につ

いて成果の確実性が認められるプロ

ジェクト 

 工事進行基準(工事の進捗率の見

積りは原価比例法) 

その他のプロジェクト 

 工事完成基準(検収基準)

６  キャッシュ・フロー計算

書における資金の範囲

キャッシュ・フロー計算書における

資金(現金及び現金同等物)は、手許現

金、随時引き出し可能な預金及び容易

に換金可能であり、かつ、価値の変動

について僅少なリスクしか負わない取

得日から３か月以内に償還期限及び満

期の到来する短期投資からなっており

ます。

同左

７  その他財務諸表作成のた

めの重要な事項

消費税等の会計処理

税抜方式を採用しております。

同左
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（７）重要な会計方針の変更

前事業年度
(自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日)

当事業年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

─────── (資産除去債務に関する会計基準等)

当事業年度から「資産除去債務に関する会計基準」

(企業会計基準第18号 平成20年３月31日)及び「資産

除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基

準適用指針第21号 平成20年３月31日)を適用してお

ります。

これにより、当事業年度の営業利益及び経常利益は

それぞれ2,600千円減少し、税引前当期純利益は

15,600千円減少しております。
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（８）財務諸表に関する注記事項

（貸借対照表関係）

前事業年度 
(平成22年３月31日)

当事業年度 
(平成23年３月31日)

※１  「関係会社預け金」は、「ＣＳＫグループ・キャ

ッシュマネジメントシステム」(ＣＭＳ：ＣＳＫグ

ループの資金効率化を目的)による預入れでありま

す。なお、当該預け先は、ＣＭＳの母体であり当社

の親会社でもある株式会社ＣＳＫホールディングス

であります。

※１  「関係会社預け金」は、「ＣＳＫグループ・キャ

ッシュマネジメントシステム」(ＣＭＳ：ＣＳＫグ

ループの資金効率化を目的)による預入れでありま

す。なお、当該預け先は、ＣＭＳの母体であり当社

の親会社でもある株式会社ＣＳＫ(平成22年10月１

日付で株式会社ＣＳＫホールディングスから社名変

更)であります。

※２  関係会社に対するものが、以下のとおり含まれて

おります。

敷金及び保証金 219,778千円

（損益計算書関係）

前事業年度
(自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

※１  販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は以

下のとおりであります。なお、販売費の割合は僅少

につき一般管理費のみ記載しております。

役員報酬 156,262千円

給与手当 554,408千円

従業員賞与 31,783千円

賞与引当金繰入額 106,329千円

法定福利費 99,470千円

家賃 173,348千円

減価償却費 14,749千円

※１  販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は以

下のとおりであります。なお、販売費の割合は僅少

につき一般管理費のみ記載しております。

役員報酬 156,415千円

給与手当 522,203千円

従業員賞与 45,897千円

賞与引当金繰入額 80,466千円

法定福利費 100,084千円

家賃 175,818千円

減価償却費 12,109千円
1

 

※２  関係会社との取引に係るものが以下のとおり含ま

れております。

受取利息 20,080千円
 

 

※２  関係会社との取引に係るものが以下のとおり含ま

れております。

受取利息 13,598千円

※３  固定資産除却損の内訳は以下のとおりでありま

す。

工具、器具及び備品 902千円

※４  減損損失の内訳は以下のとおりであります。

工具、器具及び備品 5,568千円

ソフトウェア 31,821千円

その他 1,753千円

 計 39,143千円
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前事業年度(自  平成21年４月１日  至  平成22年３月31日) 

１  発行済株式の種類及び総数に関する事項 

 
  

２  配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

 
  

(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

 
  

  

当事業年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 

１  発行済株式の種類及び総数に関する事項 

 
  

２  配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

 
  

(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

(株主資本等変動計算書関係)

発行済株式
前事業年度末株式数 

(株)
当事業年度
増加株式数(株)

当事業年度
減少株式数(株)

当事業年度末株式数
(株)

普通株式 68,591 ― ― 68,591

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月23日 
定時株主総会

普通株式 85,738 1,250 平成21年３月31日 平成21年６月24日

平成21年10月23日 
取締役会

普通株式 85,738 1,250 平成21年９月30日 平成21年12月２日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月23日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 85,738 1,250 平成22年３月31日 平成22年６月24日

発行済株式
前事業年度末株式数 

(株)
当事業年度
増加株式数(株)

当事業年度
減少株式数(株)

当事業年度末株式数
(株)

普通株式 68,591 ― ― 68,591

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月23日 
定時株主総会

普通株式 85,738 1,250 平成22年３月31日 平成22年６月24日

平成22年10月22日 
取締役会

普通株式 85,738 1,250 平成22年９月30日 平成22年12月２日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月23日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 85,738 1,250 平成23年３月31日 平成23年６月24日
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前事業年度（自  平成21年４月１日  至  平成22年３月31日）及び当事業年度（自  平成22年４月

１日  至  平成23年３月31日）のいずれにおいてもデリバティブ取引を利用していないため該当事項

はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

前事業年度（自  平成21年４月１日  至  平成22年３月31日）及び当事業年度（自  平成22年４月

１日  至  平成23年３月31日）のいずれにおいても該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

リース取引、金融商品、有価証券、税効果会計、退職給付に関する注記事項については、決算短信

における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しております。 

  

 (追加情報) 

当事業年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日）から「セグメント情報等の開示に関す

る会計基準」(企業会計基準第17号 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基

準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

当社の事業は、システム開発事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

（キャッシュ・フロー計算書関係）

前事業年度
(自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記さ

れている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 3,125,394千円

関係会社預け金勘定 2,921,314千円

有価証券勘定 599,981千円

計 6,646,690千円

ＦＦＦ以外の有価証券 △499,915千円

現金及び現金同等物 6,146,774千円

現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記さ

れている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 3,163,502千円

関係会社預け金勘定 2,796,152千円

有価証券勘定 1,099,711千円

計 7,059,366千円

ＦＦＦ以外の有価証券 △999,573千円

現金及び現金同等物 6,059,793千円

（デリバティブ取引関係）

（ストック・オプション等関係）

（持分法投資損益等）

（企業結合等関係）

（賃貸等不動産関係）

（開示の省略）

（セグメント情報等）
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前事業年度(自  平成21年４月１日  至  平成22年３月31日) 

  

１  関連当事者との取引 

  財務諸表提出会社と関連当事者の取引 

    財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る。)等 

  

 
(注) １  取引条件ないし取引条件の決定方針等については、一般的取引条件と同様に決定しております。 

２  上記金額のうち、取引金額は消費税等を含まず、期末残高は消費税等を含めて表示しております。 

  

  

２  親会社又は重要な関連会社に関する注記 

  親会社情報 

        株式会社ＣＳＫホールディングス(東京証券取引所に上場) 

  

当事業年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 

  

１  関連当事者との取引 

  財務諸表提出会社と関連当事者の取引 

    財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る。)等 

  

 
(注) １  取引条件ないし取引条件の決定方針等については、一般的取引条件と同様に決定しております。 

２  上記金額のうち、取引金額は消費税等を含まず、期末残高は消費税等を含めて表示しております。 

  

  

２  親会社又は重要な関連会社に関する注記 

  親会社情報 

        株式会社ＣＳＫ(東京証券取引所に上場) 

  

  

  

  

（関連当事者情報）

種類
会社等の名
称又は氏名

所在地
資本金又 
は出資金 
(百万円)

事業の内容 
又は職業

議決権等
の所有 

(被所有)割合
(％)

関連当事者との関係 取引の内容
取引金額 
(千円)

科目
期末残高
(千円)

親会社

株式会社
ＣＳＫホ
ールディ
ングス

東京都 
港区

96,225 持株会社
直接
(被所有) 
69.5

事務所の賃借及び
資金の預入れ

事務所の賃
借

235,822
敷金及び
保証金

219,778

資金の払戻
し

1,003,169
関係会社
預け金

2,921,314

利息の受取
り

20,056 未収収益 1,193

種類
会社等の名
称又は氏名

所在地
資本金又 
は出資金 
(百万円)

事業の内容 
又は職業

議決権等
の所有 

(被所有)割合
(％)

関連当事者との関係 取引の内容
取引金額 
(千円)

科目
期末残高
(千円)

親会社
株式会社
ＣＳＫ

東京都 
港区

97,811

システ
ム・イン
テグレー
ションサ
ービス

直接
(被所有) 
69.5

システム開発及び
資金の預入れ

資金の払戻
し

125,161
関係会社
預け金

2,796,152

利息の受取
り

13,598 未収収益 1,130
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(注) １株当たり当期純利益金額の算定基礎は、以下のとおりであります。 

 
  

  

  
該当事項はありません。 

（１株当たり情報）

前事業年度
(自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

１株当たり純資産額 125,832.85円 １株当たり純資産額 129,806.37円

１株当たり当期純利益金額 5,697.71円 １株当たり当期純利益金額 6,473.70円

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい
ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい
ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

１株当たり当期純利益

当期純利益 390,811千円 444,037千円

普通株主に帰属しない金額 ― 千円 ― 千円

普通株式に係る当期純利益 390,811千円 444,037千円

普通株式の期中平均株式数 68,591株 68,591株

（重要な後発事象）
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 当事業年度における生産実績を品目別に示すと、以下のとおりであります。 

（単位：千円）

 
(注)１ 金額には、消費税等は含まれておりません。 

２ 生産実績は、販売価格に基づいて算出しております。 

  

  

 当事業年度における受注実績を品目別に示すと、以下のとおりであります。 

（単位：千円）

 
(注) 金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

 当事業年度における販売実績を品目別に示すと、以下のとおりであります。 

（単位：千円）

 
(注) 金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

  

５．その他

（生産、受注及び販売の状況）

（１）生産実績

品   目 生 産 高
前年同期比

シ ス テ ム 開 発 11,203,018 9.5％ 

（２）受注実績

品   目 受 注 高 受 注 残 高
前年同期比 前年同期比

シ ス テ ム 開 発 10,874,693 1.0％ 1,560,142 △18.5％ 

製 品 販 売 170,758 △37.1％ 112,576 △37.9％ 

合   計 11,045,452 0.1％ 1,672,718 △20.2％ 

（３）販売実績

品   目 販 売 高
前年同期比

シ ス テ ム 開 発 11,228,178 10.0％ 

製 品 販 売 239,607 △5.8％ 

合   計 11,467,786 9.7％ 
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